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ダンス指導法に関する実践的研究

A Practical Study on the Teaching Method of Dance 

神 野孝子 布上恭子

Takako Zinno Kyoko N unogam i 

I はじめ に

近く小・中学校において学習指導要領が改定され，中でもダンスについてはとらえ方が

大きく変ることは既に承知のとおりである。今まで作品づくりが主であったダンス教材は

かならずしも作品をつくらなくてもよいという ことであるが 運動のパタ ーンが決まって

いないダンスの指導については指導者の経験などが大き く影響するものであり，そのこと

だけで教材がとりあげやすくなったとは一概にいえないのである。

スポーツ指導においては，指導者側にも児童 ・生徒側にもその種目の概略がと らえられ

ているが，ダンスの場合は相互の共通理解は学習過程の中で互に深めていくものでありそ

こにパタ ーンがないゼロからの出発であり 無から有への移行で、ある。感覚を通しての

相互理解を深めねばならないので，指導者側としてはどのように目ざめさせ，どのように

ひき出すかが問題である。ここに指導の困難さがあり，自分自身がどんなに上手に踊るこ

とができても相手からよい動き，よい感覚をひき出すことはむずかしい。そこで我々は実

験研究をしながら，初めて指導をする人のために，そして児童 ・生徒も初めて経験する人

のために指導試案をっくり実施した。 2ヶ年間初心の北海道女子短期大学生に対し実施し，

好結果を得，舞踊経験のない学生が意欲的に作品をつくるまでに成長した。しかし，これ

は初めて指導する新卒教官に実験的に指導してもらったが誰しもが実践できるものではな

いこ とがわかった。初めて指導する，しかも自分自身が動かないで指導するためには，も

っと具体的な案でなければ動いたことのない児童 ・生徒をよろこびをもって動かすことは

困難であり，試案を更にくみなおした。この実践により教師側の準備にやや時間がかかる

が児童・生徒を動かしやすくなった。今回はその試案を述べ今後のダンス教材の発展に寄

与したいと考えた。

E 内容と考察

別表の「ダンス授業の指導細案j ( 1～12時限目〉は，大学における90分授業の12回分

である。 1時間の授業の半分をウォーミングアップと動機づけに使い，後半は表現的な動

きをひき出したり，群で動くことの学習をさせ，除々に作品づくりへとすすめてL、く。

指導細案を目的 ・指導内容 ・リズムことば ・表現ことばと分け， 写真と図解でよりわか
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りやすくポーズや動きを示し，最後に助言の欄を入れた。曲はほとんど使用していないの

で，タンバリンを有効に使わなければならない。このタンパ リンの打ち方により動きが大

きくかわり雰囲気も変ってく るので，そのリズムを「リズムことば」の欄に示した。 「表

現ことばJは口伴奏である。 「助言」の欄には 「表現ことば」のところで表現しきれなか

ったこと，あるいは学生の行動を想像した時，こんな助言をしたらよい動きを引き出せる

のではなL、かと思われることばを加えた。すなわち，タンバリンをタタッ，タタッと打ち

ながら， 「フワッフワッと風に飛ばされた雲のようにどんどん広がりましょうjと口で言

うと，より雰囲気をっくり出す助けになる。

1時限目のウォームアップの①～④は，部分部分の練習をやってから リズムの変化をは

っきりさせて続けてやり，一流れの運動としてとらえさせる。タッタ ッタ ッタッタ γタッ

タターン （6歩走ってタターンで沈む） 一息休んでタンタンタンタンタンタンタンタン（ 3 

人で同方向へしゃがんだまま歩く〉ターンターンタタタタタ （抜き足さし足しのびあしと

2歩ゆっくり大きく歩き， 5歩つま先でチョコチョコ歩く〉とタ ンバリンの音を変えて打

つ。表現的な動きでは，はじめは等速のス ローモーシ ョンで動きを続け，合図でバッと反

対方向を見てポーズをとりまた続けスローモーションで動く。スローモーシ ョンの部分を

だんだん短く して動きポーズを組み立ててし、く。更に群としての空間感覚を入道雲で学習

する。入道雲になるためには手首・ひじ・首・腰・膝はどのようにしたらよL、か考えさせ

雲らしい型をとる。ここでは各人が自分の感覚で動くこと，人と同じでない方がよいこと，

走っていく 時は思い切って皆のいないところへいき動作を大き く動かすなどを学ぶ。地震

でも同様にそれらしいリ ズムと空間を広く使うことと 5: 2の群の対比をみる。

2時限目は，ウォームアップと しておも しろい動きが出るよう にいろいろな歩き方をす

る。手のふりも鼻をにぎりこぶしでこするようなしぐさをする。表現的な動きでは文字を

向い合った2人の床に同時に書いたり，遅れて書いたり，壁に書いたりして全身を使う。

その後，群でひらがなを書くことで流れるような動きをとらえさせる。空間を広げ同じ動

きをする。 2群で片方はゆっくり片方は早くなど組合せ，複合リズムを学習する。

3時限目は，ウ ォームアップとしてゲーム的要素や遊びの要素を取り入れ，日常動作を

リズム化した。 1つの円内でうごめいていたのがノfーッ とスピーディ な走運動で群が分れ，

小群ができそこでまたうごめいている。やがてもとの円にもどり ⑥のタッタッタッタ ッ

タッタッタッポン×3，タッタッタッポン× 3，夕、yポン×4やり上から リズムの変化を

強調して続けて遊ぶ。次に，①～④までは同じような運動で⑧で2人が並列 し，お尻を振

ってはねかえされ3歩タァタ ッタッと外側にとばされたように3歩出て一息休み，スーツ

と引 っぱられるように小走りで戻る。 2回やって背中合わせになり，前につんのめってと

ばされスーツと戻る。だんだん膝を曲げてお尻を振り，はねとばされて四つん這いとなり

戻る。背中合せでス トン，パッ ，ス トン，スーツ （しゃがむ，立つ，しゃがむ，脚を伸ば

す）タンタンスー ，：，， （右脚， 左脚と5J l、て立つ）サイドステップを4回し，クルクル，ク
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ルクル2固まわりしゃがむ。横ゆれをゆっくり 3回 各自が3回ころがりかけ足で元の円

に戻る。少し長いがこれを続けてやりリズムの変化を知る。表現的な動きではタクテ ィカ

／レな動きと 「水虫かゆい，かゆい」でおもしろい動きを見出す。 「かゆい，かゆいJと言

いながらもによもによ動き その動作をオーバーにし動きを大き くする。

4時限目は，ウォームア ップとして自由方向かけ足からはじまりタンバリンの合図でパ

ッとどこかへ手を出す。何回かやったら手と同じに足も出す。次にかけ足のあとにあちこ

ちへ動作を大きく押さえるように叩く。 Bの運動は自由方向にサーッと走。，ボンボンボ

ンボン，ダダダダダダダダダダ（右手ボン左手ボンと 4回ボクシングのようにし早く10回）

サーッと走ってボンボンボンボン× 4，ボン，ボン，ボン，ダダダダダ夕、、ダダダ，ダン，

ダン，ダンのボンボンで終わる。表現的な動きを求めて子守うたのメ ロテーィーをリズムこ

とばにし，ねーんねんをタ ーアンタとし同様に歌をリズムこ とばにおきかえてそのアクセ

ントを動きのアクセン トとして動きをつくる。また，会話のリズム化したものを動きにす

るなど，リズムの変化を動きにおき変える学習をしていくうちにおも しろい動きが生まれ

てくることをねらいとしている。

5時隈目は，時間の初めに座っていて今日の目あてを聞いたあとにそのままの位置から

動きはじめる。はじめは首を使ってあちこちを見る。続けてそれに体をつける，手をつけ

る，足をつける，空間移動を加えるなどして動かし，くねくねした動作でよろけるように

して数歩歩いて床にぐねぐねっとゆっくりくずれる。 倒れたまま10位数えてゆっくり起き

上り初めから続けてやる。 表現的な動きでは日常動作を リズム化し，舞踊化していく学習

である。動きは大げさにすること，早くしたりゆっくりしたりする，何回位続けてやると

よL、か考える，気に入った動きをより大きくより多くやってみるなどし，もとの動きがす

っかり変っていってもかまわない。顔を洗う動作から動きがひき出されていってもよい。

動きをひき出すために遊びの動きをとりあげ，いろいろな遊びをつないだり，一つの遊び

を追求しその動きを リズムや動きや空間で変化をつけてつないでみる。 時聞を与えてグル

ープでつくり相Eに見合う中で更に手直 しをしてみる。よいものをみせると同時に，少し

手直ししたことで大きく変ることに気付かせる。

6時限目は，ウ ォーミングアップの段階で群と群の対立をさせ，空間移動と呼吸を合わ

せる感覚を知る。 1群と 2群に分れて立ち，向って歩きぶつかったら止まりバッと方向を

変えて更に群が分れ1群の半分と 2群の半分が合流し合ってそれぞれの方向に進む。もと

の位置にもどった時にまた 1群 ・2群同士になる。歩く， 走る，ジャンプ，沈む，這うなど

の運動であれば抵抗なく その雰囲気に入りこむことができる。ここでは呼吸を合わせ，止

まるところはピタッ と止まり息をのむような感じをつかまえるようにする。表現的な動

きでは， 一人の人がダラァと力を抜いて立つだけで動かないものを作ったと したらそれを

どの部分に使うかリーダーが考え 出た動きを大切に料理をするようにする。

7時限目は，ウォーミンダアップと して，フォークダンス的な要素をとり入れてみた。
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動きを覚えたらタクテカルな曲を用意して動くとより楽しくなる。タンバリンだけで

もリズムの変化があり，かえって表現的にできて楽しそうにやっている。はじめは自由な

方向を走りまわり，どんどん空間を征服する。タンバリンの合図で 2人向い合い右手をと

り，前後にバランスをしごあいさつとし，また自由方向へ走る。少しづっ動きを足してい

き，終りには表現的な動きを入れる。はじめから表現的にさせず，日常動作よりだんだん

馴れていくようにすすめると抵抗なく入れるようだ。次にリーダー模倣で，本時のうれし

い感じの動きが出やすし、ように，明るい曲でうれしい感じをたくさλ動く。リーダーは教師でもよlい

が，あらかじめ生徒の中でよく動く子を選んで，事前に意図を含んでもらうとよい。表現

的な動きのところで，グループで「うれしい感じ」をまとめてみる。必ず見せ合うことが

大切である。うれしい感じだからといって必ずしも上を見るわけでもなく，上を見て下を

見るとか，下をみながらだんだん上にのびていくとか，いろいろヒントを与えて考えさせ

る。また，うれしい感じに合うようなリズムことばや表現ことばを早く出す。写真のよう

な1人のうれしい動きができたら 5人でやってみる。並列にしたり，縦列にしたり，ぱら

ぱらにしたり， 2. 3に分けたり，動きながら並列になったり，散ったりなどやってみる。

8時限目は，ウォームアァプとして 2人組ポルカステップよりはじまるσ ポルカステッ

プはとびはねるのでやっているうちに心がはずんでくる。表現的な動きと体操的動きを合

わせて誰にでもできるようにする。リーダー模倣では，全員が即興の棟習をする。後の人

によくわかってもらうためには， 1つのパターンを2～3固くりかえす必要があることを

話してからすすめるとよい。できれば2つの種類の動きを合わせて 1パターンとするよう

にする。表現的な動きでは，グループによる習作づくりをするが 与えられた題の中から

好きなものを選んですすめる。そのことにより，よりそのグループらしいものがでてよい

ようだ。感じのあるものができたら長さがそれでよし、か検討する。よく特徴をあらわして

いるか，長すぎないか，短かすぎないか考えさせる。そしてそれに初めと終りをつけさせ

る。初めはポーズから始めるとかぱらぱら動いていてだんだん群になりそこから始めるな

どを考えさせる。終りも踊っていたところで終るのか，ステージサイドへ入るのかなどを

考えさせる。互に見せ合い時間があれば手直しをする。

9時限目は，ウォームアップとしてステップとポーズの組み合せをする。重心の高さが

違うものを組み合せその変化に素早くついていくようにする。表現的な動きでは，ワルツ

ステップを使って静かな感じをやり ウォーキングを入れ8呼聞の自由な動きを入れる。

また，ツーステソプとポルカステップを使って軽やかな感じをやり，ジャンプやスキップ

やギャロップを加えてリズミカノレにつないで動いてみる。次に重々しい感じを物を押した

り号Il、たりする動きをとり入れてゆっくりやってみる。そして一流れのフレーズを感じさ

せるような動きをリーダー模倣させる。 12列に分けそれぞれに題を与え 1人づっ感じのあ

る動きをつくる。縦の全員が同一題になるので同時に行なう。 2人がくっつきたければっ

くィ遠くにはなれでもよいということで初めの型ができる。同時に始めるが人より遅く始
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めたければ遅れてもよい。終りは早く終った人は最後のポーズで皆の動きが止まるまで静

止する。その静止が大事な役割を果すことを知らせる。また，同一題でやると個々人が別

々に作ったものでも動きが似ているなど気付かせる。個々人の動きであっても群舞の要素

があることも知らせる。

10時限目は，ウォームアップとして指導者の模倣または生徒聞のリ ーダーを出し模倣さ

せる。このとき空間を大き く体育館の中を精一杯使わせる。次に5～6人グループでリー

ダー交代で模倣する。動きがなくなったら手を上げるなど合図し， 動きながらスムースに

リーダーの交代をする。他のグループへ踊りながら移ってもよいことにし，リーダーは自

分一人になっても踊る。表現の方では，自由題で作品をつくる。動きの出やすい題をえら

ぶことが早っくりにつながるので リズム言葉や表現ことばがすぐ出てきやすいものを選

ぶ必要がある。習作なので，作品のっくり方などあまり気にせず充分その感じが出ていれ

ば初めと終りの動きを真中の動きのそれぞれ半分位にしてつけてみる。初めの動きに消さ

れて真中の力が弱くなったりするので 初めと終りをつけたら何度も通して踊ってみて不

都合なところはカットするとよい。

11時限目は，ウ ォームアァプとして表現的なものをとり入れる。大樹に葉がついたよう

に群になり大き く広がってかたまる。タンパリンの合図で木の葉が散る。そよ風， 北風，

突風などにより木からはなれてからの移動のスピードが異なるのでいろいろやってみると

よい。これは割合い直線的な移動となるが 次に風船が風にとばされたようすを動きにす

ると， 重心の上下運動とやわらかさと曲線移動や回る動きが出て くる。 面白い動きをひき

出すためにペンギン歩きをし， ジャンプや沈んだり立ったり ころがる，ひねる，這うなど

を組合せる。表現と しては，4単位の作品へとすすみ「のびのびした感じJを若者の力に

おきかえてすすめてもよいし のびのびが別に解釈されてもよい。モチーフをしっかりつ

かませる。 フレーズまで発展したらそれを互に見せ合い確かなものにしてから Bへと進ん

だ方がよし、。

12時限目は， ウォ ームアップと して童謡で変化のある音に合わせて即興をすることにより

おもしろい動きや可愛いい動きを見つけ出す。 2λ組みで動きをみつけ出し8呼聞にまと

め6組分をまとめて 1クーループの動きとする。動きのつなぎ方を工夫しなめらかにできる

ようにする。3グループあつめてカノン形式に組み立て踊る。 互に見せ合う。 表現では，

モチーフを大切に扱う学習と してロン ド形式で習作をつくる。 A+B+Aの時のあとのA

においては初めのAが前向きなのを後向きにするなどA’のようにしていってもよL、。題材

にふさわしいモチーフづくりを考えさせる。

以上試案と しての12時間分の指導細案をのべたが 全くのダンス未経験の指導者に対し

ての実験はしていないが，学校でダンスを一応学習 し，初めて指導をするという人に対し

ては実験ずみで効果はあった。
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皿ま と め

ダンス指導に悩む指導者が多い，あるいはやらない指導者が多いということを耳にして

久しいが，一向に変らないということが今回の指導要領改定の段階でも問題になったとき

く。作品づくりを主としていたダンス（表現）は，改定後作品をつくらなく 7てもよく，感

じのある動きが見つけ出せればよいということであるが，そのことによりとり組み易くは

なっても，相変らず指導者にも児童 ・生徒にも負担の多い教材として嫌われるb

私達は，北海道女子短期大学保健体育科生に対する舞踊時聞を通して，実験群と対象群

を設けて 3年に亘り調査して来たが 一般的に多く行なわれている基本運動をいろいろ組

み立てて行ないすぐ作品づくりに入る組と，この試案のような表現的な動きをひき出しな

がらすすめる組とに分けて実験的にやってみた。学生の感想は，基本運動やいろいろな新

しい動きを覚えて動くことは楽しいと言い，他の組は表現的なことはL、やだ，面白くない

という言葉がでてきた。半年間の学習の後，後期には発表会のための作品づくりに入るが，

この時になりその反応がよく現われ，表現的なことを竪習した組は早く作品がまとまり，

動きの変化も多L、。それに反し動きをいろいろ学んだ組は 体は動くが出てくる動きは運

動としてのものであり感じのある動きではない。感じが出ていないということは，後期に

2組合同の授業になり相互に気がつくようである。そのような実験の結果からも，子ども

たちが喜んで作品をつくるようになるには 表現的活動をしていなければできないことが

わかった。中学・高校に実験的にやってもらった結果，最後には作品をつくるようになっ

た。それまでは，皆が同じ手，同じ足に合わせたがったり，並列や縦列しか出てこなかっ

たり，仲間と円をつくり小さくなったり大きくなったりして正面を意識しなかったり，同

じことを何度もくりかえしたり，動きの変化発展がなかったりしたが，この試案により感

じのある動きが出るようになった。

この試案では，ウォーミングアップにフォークダンス的なものや日常動作などを使って，

抵抗なく授業の中に入れるように考えている。それぞれのウォームアップは，系統的に組

み立てたものではなく 段階なども考慮していない。いろいろなウォームアップをやるこ

とにより，自由なものであることを感じとってよいのではなL、かと思う。感じのある動き

をひき出すにも，誰でもができるものということで組み立てた。ダンス教材は，総ての人

のものであり，身体を使つての自己表現であるから，できるだけ多くの人に経験させたい

と考えている。空間を太きく使う，動作を大きく，めりはりをつけリズムの変化を考える

などだけでもすくない運動を多く料理することができ，面白いダンスができることを知ら

せたい。リズムことばをタンバリンに入れ，表現ことばは口伴奏，そして助言欄のことを

注意すれば，予習に時間がかかるが，一通り終ると，作品を喜んでつくるようになること

を期待している。

是非この試案を実験的に使っていただき，ご感想，ご指導を賜わりたくお願い申しあげます。



参 考 文 献

1) M • N・ドウ プラー著， 松本千代栄訳：舞踊学原論， 大修館書店， 1974 

2）松本千代栄 ：舞踊美の探求， 1959 

3) R・レ ・マレイ著，松本千代栄，佐藤康平訳 ダンス学習法，大修館書店， 1974 

147 

4) A・ロックパード， E・ピース著，松本千代栄，石黒節子訳 ：ダンスの創作過程，大修館書店，

1974 

5) V・プレストン著，松本千代栄訳 ：モダンタ.：／スのシステム， 大修館書店， 1967 

6) 水谷光 ・タ・ンス指導ハンドブック，大修館書店， 1975 

7）大学女子体育研究会 ：：ダンスの指導一中学校 ・高等学校一，明治図書， 1967 

(1978・10・11)



148 神野・布上： ；ダンス指導法lζ関する実践的研究

別表 ダ ンス授 業

目的 指 導 内 t廿c リズムと とば 表現 ζ とば

｜帥白剤へ叫
タッタッタッ

ウ 守②合図で 3人組日りしゃがむ。 合図でターン ス トンとしゃがむ

オ 手@3人同じ方向へしゃがんだまま前進。 タン，タン，タ ン ゾーッヒゾー ッヒ

④抜き足， さし足， しのび足で進む。 ターン，ターン， はあゃあく っ

iλ タタタタタン

ア ①自由方向へ 8っかけ足，スーツと走 タッタッタッ・・・

、J って 3人集まりしゃがむ。 タッタッス－－；；ストン

プ ②しゃがんだまま 6歩前進スーツと立 タンタンタンタ 戸

3 
と 回

ってポーズ。 タンタンスーツノξ ツ

し 位 ③自由方向へ抜き足さし足 2歩ゆっ 〈 ターン，ターン 足音を立てないよう

て
繰

りしのび足と5歩早〈歩＜ ( 2回）。 Kソーッ と
り

タタ タタタン

返 ④両脚軽〈銚躍（ 16回 ）。 タンタンタンタン ボンボンとはねる

す
⑤パッとポーズ。 ／、． :;J 

⑥ゆっ〈り大き ＜4歩ある〈。 ターンターンターンターン

⑦ジャンプしてポーズ。 タタンのパッ

①どんt.c動きでもよいからスローモーショ タ～v、ン＂＂＂＂ タれ～、，、

表 ンで行左う。 （小刻みKタンパリ ゆっー 〈ーり 一

現 小さいところから大き〈上へのびる。 ンをふる） ゆっー 〈一り一

的 横へゆっ〈りなろす。

？孟 下までい〈聞に体をねじb向きをかえ

動 る。 横へ横へ遠くのひら。手が届かt.c

き ぐ在ったら一歩づっ何かをつかむよう

を vc進む。体を大き く団施させる。

求 沈みころがる。這う。大の字Kねる。

め ゆっ＜！）起き上がる。

て ②スポーツの動きを頭の中で考えまがら ，

スローモーションで続ける。

③合図がるったら反対の方向を見て動きを

止める。そしてまたスローモーションで

続ける。だんだんスローモ ションのと

ζろを短か〈しパ ッとやめて動 きも止め

る。



の 指 導細 案

写 真 と 図 解

~ 

4・F’

,. .~ 
抜き足 さし足 しのび足

ジャンプ ポ ー ズ

横へ横へ遠〈のびる

体を回施させる

スポーツの動きのスロ ーモーション

バスクットポーノレ バレーポール
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( 1時限目）

助 一＝ 仁コ

①同 じ方向ばかり走らずいろ

いろ左方向へ自由K

② 2人組3人組など練習する。

｜③ しゃがんだらすぐ歩とう。

④ゆっく りと流れるようK。

抜き足さし足，つぎ5歩早

〈しのびあ しとこっそb歩

〈。

く人と同じポーズKなる〉

人のしないこと，見たこと

の左いもの新しい動きを工

夫し，っくり出す。

⑦思い切りジャンプしてパッ

｜ ととまる。

①動きが等速でない時はゆっ

〈りゆっ ＜iJ少しづっ動〈

ようにする。

②水泳の平泳ぎ背泳ぎ，陸上

のハー ドノレをこえる動作，

砲丸を投げる動作左ど次々

つないで動く。

③合図V亡パッと反応し，動作

を切れ味よ〈行なう。
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① 7～8人で大き左入道雲 Kなる。

群 ②合図で、腕だけ10cm位づ、つ小きざみK動か タンタンタンタン 雲がムクッムクッと

と す。 動くようK

し ③体全体を使って小きざみVC2回づっ動〈。 タ．タ事ツ， タ．タ．ツ ムク，ムクと動〈

て ④合図の数と早さだけ合わせあとは自由左 ムクムクムクムク

の 動き。

空 ⑤腕をもっと大き〈動かし，足を一歩出す。 ｜ ｜ムクムクムクムク

間 ⑥だんだん移動し一面K広がり止まる。

感 ⑦フワッフワッした感じであちとち歩〈

1乙d与 （スローモーションで）。 ターンタッタッ スーツムクムク

を ⑧スーツと走り，止まってムクムク動〈

求 ( 3回）

め ⑨フワッフワッと元の雲の位置へ一歩づっ

て ｜ 戻り，始めの隊形で終わる。

⑩な互いK見ぜ合う。

※入道雲と同じグループで

①ひともりの土の山Kなる。

②弱い地震がきて土がカサッカサッ動〈。 ｜タタ y ，タタッ カサッ

③少し動いたら休みまた動〈。

④全員止まり 5つ位数える。

⑤全員大ゆれKゆれる。 ユサユサユサユサ

⑥ 1人がジャンプして外へ走り出る，すぐ ターンタタタタタ ジャンプタタタタ

次の人が続〈。

⑦ 1’人がとろがって出る。次の人が出る。 ｜ターンターン ｜コロンコロン

③出た人はその場でグニャグニャ動き 3つ

休み床を這って戻る。交互K出入りする

最後VC5人と 2人の組になる。

⑨合図でだんだ、ん動きがなそく左り 2人と

5人の関係で終わるO

⑩な互いK見せ合う。
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q濯らしい群を作るには身体

の各部をどのように使った
雲がムク，ムク

ら雲K見えるか考えてみる。

③早＜ 2回はっきりと動〈。

と動いている

④どんどん雲が広がるよう K

自由K動き念がら広がる。

⑦風vc飛ばされた雲のようK

どんどん広がる。

⑨ゆっ〈り戻る，雲の尾のよ

うに遅れる人がいてもよい。

※地震

①空間をあけて大きな山をつ

土
の
山
の
表
面
が

カ
サ
ッ
カ
サ
ッ
と
動
〈

↓ーサ

0.／；ジャンプ

。。 這う

どメ↓ °＂a

くる。。て。
0 

5人
②カサッカサッで 4団体のどO

人0

2

 とか小さ〈動かす。

⑥タ・イナミックVてエネノレギッ

シュ K大き〈とんで走り，
コロンコロン

次々と出ていく。

⑧地面が大き〈ゆれるよう K

早〈這う，早〈出る，早〈

動〈。
グニャグニャ

う這
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目的 指 導 内
円単

廿 リズム ζ とば 表現と とはや

ウ
ォ
ー

ム
ア

ッ
プ

と

し

て
な
も

し

ろ

い
動

き

の
体

験

①爪先だけで自由方向K歩＜ o

Cl腫だけで歩〈。

③是の両サイドを使 って歩〈。

④うんと内股で歩く。

⑤うんと外股で歩〈。

⑥内股で脚を高〈上げて歩〈。

⑦外股で脚を高〈上げて歩〈。

タンタンタンタン ｜ツ ，ツ，ツ，ツ ，

タン タンタ ンタン ｜カ ッカッカ ッカッ

タンタンタンタン

タンタンタンタン ｜チョコチョコチョコチョコ

タンタ ンタンタ ン ｜ドン ドンドンドン

ターン， ター ン ｜チ ョコ，チ ョコ ，

ターン，タ ーン ｜ドーン，ドーン，

ターンターンタッタッタッ

タンタンタンタンタンタン｜ユサユサユサユサユサユサ

ターンタ ーンタッ ｜ユーサユーサユサ

タン ｜ノfッ

ターンターンターン｜ 大き〈大きく大きく

タッ ｜休み

＠鼻の前で握りとぶしをモニョモニヨ

と動かしながら小走り 9歩。

⑨外股κ脚を高〈上げ横VC1歩聞き， ｜ターンタタッ

モニョモニョモニョモニョ

モニョモニョモニョモニョ

モニョヨイショのモニシ

①爪先で歩＜ ( 8歩）o

Cl腫で歩く（ 8歩 ）。

③膝を屈伸（ ゆっ〈り 2回早 ＜3回 ）。

④膝曲げ上体折り両手下げてゆする。

。。
お己歩’とツ－フタ歩。，

uで動移グザグジ⑤
 

3

回

位

繰

り

返

す

歩目で止ま る。

＠両手開き，体を起 ζ して止まる。

⑦内股で脚を高〈上げ3歩前進し 1休

む（ 3回）。

モニョモニョする。

表

現

的

左

動

き

を

求

め

て

0文字遊び ( 2人組向い合い 2m位離れ

て立つ） ｜「あ」のリズム

①床VC2人で同じK走bながら 「あか」｜タタタタ ン， -

と大きくれ ｜タタタタタタ，（

② 1人があを書き終ったら次の人があ ｜タタタタタタ

を書 く待っている閉その場を回る。 ｜タタタタタ タ め
③もう一度一諸K書 〈。 ｜タン，

① 2人の間Vて壁があるつもりで 「すき」

と同時K書〈。

②交互Kすきと書 く。



写 真 と

ー＿... 

~ ・且i ．．． 

①爪先 ②腫

T‘a・・・・・・・

④内股

右の人が「あ」を書い

ている。 左の人はその

場を回っている。

図 解

-~ ， -

③サイ ド

⑤外股
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( 2時限目 〉

助 ＝ Eコ

①リラックスしてはずみをつ

けて歩〈。

②爪先を床Kつけ左いようK

＠動きをオーバ－(IC表現ずる。

④アヒノレがチョコ ，チョ コ。

⑤ゴ リラが ドン，ドン

⑥と⑦はもっと動作が大き〈

ゆっ＜ iJ Uてなる。

＠びっ＜ iJしたようK。

⑨会相撲さんがしこをふむよ

うKヨイシ ョと し，すぐモ

ニョモニョ。

右の人が「すき」と書いて ｜①大き念字を書くよ うVてする。

いる。左の人はパンザイ ｜ 床の文字をよ DどとろK空

聞を大き〈使う ζとを体験

する。

「すき」

②体全体を使って 「すき」と

書く ，手の高〈上げた位置

から足元まで使う。
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③最初の人すきと書き両手を高〈上げ

て4回とび上る。後ろ向きで同じと

とを ＜iJ返す。次の人やや遅れて同

じととをするO

④最初の人終ったらその場で回る。

① 7～8人の群で「さしすせそ」を同じ

リズムで書〈。

②ばらばらVて広がり同じリズムで書く。

③二群K分れてそれぞれ違うリズムで書

ターターターター さ～し～す～せ～そ

タン

一

ン

タ

タ
ツ

一

タ

タ
ツ

一

タ

タ
／
＼
 

身
己

ノサッアツアーー
さぐ

、サーアーアッ

く。

④何グノレープかづっ発表する。

目的 指 導 内 n企－r リズムととば 表現 ζ とば

①小さ念円で体をふれ合い左がらスピ タッタッタッタッ

ウ ーディにかけ足。
つ

オ 左 ②自由方向K走り出す。 ターツ パッと散る

v、
＠別の場所で数人で体をふれ合いなが

で
ム 行 らかけ足。

ア 左 ④合図であちこち場所を移動して行〈。
う

ツ ⑤最初の円K戻る。

プ ⑥ 7っかけ足 8つ目で誰かのな尻を手 タッタッタッタツタノパン パンKアクセント

と で叩＜( 3回） , 4つ目で叩 ＜( 3 タyタッタ ツノ、ン

し 回） , 2つ目で叩 ＜( 4回）。 タツノミン

て

①円内を自由Kかけ是 8つ（ 3回）。 タッタッタッタッタッタッ

②自由方向Vて走り出しそとで 3度方向 ノごーツタッタッタッタッ

繰 変えてかけ足（数人いっしょvc）。 タッタフタッタッ×3

り
③円内K戻る。 ノミーツ サーッと戻る

返
す ④合図で 8つ目でな尻叩く（ 2凪），

4つ目叩 ＜，2つ目叩 ＜( 3回）。

⑤ 2人組vc;1 iJワーッと自由方向へ散 ター一一一ーツタタン サ一一一一一ツノξタン

り倒れる。



「さしずせそ」の動き

c。bηo。i ① さ
。 o ⑪ 。

印

；；。② 書の
い所
てを

。o ν、
。 ooo る

写 真 と 図 解

①円内で

かけ足

③数人でかけ足 ④場所移動 ⑤円に戻る

b尻を叩き合う
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※2人組だけでなくいろいろ

な人数の組合せで行な って

みるとよい。

くさ しすせそ＞

一つの流れのある動きを完成

させる。

次の動きへ移るつ左ぎの運動

を考える。例えば走る，歩〈

ζろiJrるt.:ど。

( 3時限目 ）

＝ 
Eコ助

①円から出ないようK，もみ

合うようにかけ足。

②スピードをあげて移動する

③早〈グループをつ〈る。

④他の場所で③と違うグノレー

プを早くつくる。

＠パンと素早〈シ尻を叩〈。

叩きそこねても叩きなbさ

ない。リズムが狂うから。

②パ ッと合図で何人かで組む。

＠散ったあとKくずれるよう

に倒れる。



156 神野・布上：ダンス指導法lζ関する実践的研究

① 2人並列，辛子互いK外側から 7固な｜タンタンタンタン I 1 , 2， し し し

ワ ｜ ｜ 尻を振 _fJ8つ目で相手を跳ねとばす｜タンタンタンターン I6 , 1，それ 沿っ

オ｜ ｜ 2人共外側へ 1, 2 , 3歩跳ねとば｜タンタンタン ！とっとっとっシュー

されて 1休み，もとK戻る（ 2回） ｜シューウッ ｜ウッと戻る。

ム｜ ｜ 2回目背中合せK戻る。

ア｜ ｜②械を7つ振り 8つ目尻合せ川つ｜①の リズムと同じ

ツ｜ ｜ け前へ 1, 2 , 3歩跳ね出されて 1

プ｜ ｜ 休みな尻合せK戻る。
｜繰｜

と ｜ ｜③膝を少し曲げ②を繰D返す。 タッタッタッタッ ｜パタンと四つん這い

し｜ ｜④膝を深〈曲げ 7つ尻振り 8つ目前へ ｜タァタッタッパタン ｜ノソノソ ノソノソ
り

て

返

す

四つん這い(rC1J: _fJ 1休み。

⑤四つん這いで戻り民が合ったら立つ

⑥背中合せで肘を組みしゃがむ，立っ

しゃがむ脚を伸す。

⑦脚を右，左と引き寄せ背中合せでス｜タンタンタンパツ

ーツと立つ。

⑧背中合せのまま横へ 1歩出してそろ｜パッパジパッパッ

えるサイドステップで移動を続ける ｜クノレクノレクノレツ

( 4回）その場で回りしゃがむ。 ｜ストン

⑨しゃがんだまま横へゆっ〈り 3つゆ

れる。

⑩離れて 3っとろがりかけ是で円内VC Iコロンコロンコロン

入る。 ｜サーツバッ

①ポーズをとる。

シューと戻る。

表｜ タ｜②合図で体の一部を動かす（何回も） ｜タン，タン ， ｜パゎパッ

現｜ ヲ｜③合図K変化をつける。 ｜タタン，タン ｜パノミ ァパッ
的｜ アl

｜ イl④光、んだん空間を広げ 1歩づっ動〈。
な｜なカ｜

lもノレJ⑤一面に広がったら大の字Vて念り体の｜タタタタタタタタタ｜ピュ～ゥ～ゥ～ウン
動｜しな｜
主 ｜ろ動｜ 端の方から小さ〈する。

よ｜ぷ｜＠ ζろがD仰向けで足をふる（ 2回） ｜タタン，タタタタタ｜コロン，パタパタ

｜きら｜ ｜ ｜ 
求｜へ ｜⑦床K大の字Kなb体の端の方沙諸ら小 ｜タン，タタタタタタ｜ピュ～ウ～ワ～ウ ン

め

て

さ〈左る。起き上りとんで立つ。

［①かゆそうに一一 1休み

( 3回）

タタタタタ ン ｜のビョ～ン

タタン，タタン， モニョ モニョ

休み 休み



外側からな尻を振る 内側へ振る

1 , 2 , 3歩

跳ねとばされる

澗

r
一
的

ミ

ぜ

山

即

日

山
川

合
を
叫
，
，
，
，
，

j
ャ

ヰ

＼

し

背
1
＼
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①も とK戻る時，伸びたゴム

が縮むように爪先でツツツ

ツッと戻る。

＠ゆっ〈 り戻る。

＠切れ味よ くパッとしゃがみ，

パッと立ちパッとしゃがみ，

スーツと足を伸ばす。とれ

を一流れの運動Kずる。

⑩パッと円K入る。

大の字vc~ b体の端から小さ〈在る

②小さな動きでは変化がわか

ら左いので大き く動〈。

①合図をよ〈聞き素早く反応

する。

⑥だんだん小さくなる。

⑦だんだん小さ〈 左って元気

よぐとび起きる。

く水虫＞

①体全体でかゆいかゆいをす

る。
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目的

ウ

オ 繰

り

返

ム す

ア

ツ

プ

と

し

て

A 

神野・布上：ダンス指導法lζ関する実践的研究

②モニ ョモニョ 3回早＜ 2回，休んで ｜ターンタ ーンターン ｜モニヨモニヨモニヨ

モニ ョ。 ｜タンタン，ターン ｜モニヨモニヨ，モニヨ

③スローモーションでモニョモニョを

やり時々パッパと早くまたゆっく P。、

④小さく左ってクシャクシャをやり走

っていってクシャクシャ。

⑤とび上bクシャクシャ走ってクシャ

クシャ（ 2回）。

⑥合図で上K大き〈伸びて止まり端の

方から力を抜いてだんだん小さ＜ ;1: 

P体を折って床Kベアトリ左る。

指 導 内 n廿7 

①自由方向かけ足 8つ，合図で手を出

す（ 2回）。

②手と共K足も出す（ 2回）。

③自由方向かけ足（ 8歩）。

④自分の体，人の体，床，壁;1:どを叩

< ( 7回）。

①自由方向かけ足（ 16歩）。

②合図でポーズO

③かけ足 8つ目で手を出す。

④かけ足 8つ目で足を出す。

⑤かけ足 8つ目で子も足も出し止まる。

⑥ゆっく D沈み 3つ休む。

⑦かけ足 8つ目で自分の体を叩＜ ( 2 

回〉。

⑧かけ足 4つ目で叩く（ 4回）。

⑨その場で 1休みし，かけ足 2つ目で

叩＜ ( 4回）。

⑩12回早〈叩〈。

⑪床を 3回ゆっぐり叩〈。

クシャクシヤノぐノミー

ンクシャクシャ

リズムととば 表現 ζ とば

タッタッタッタッタッタッ

タッタッタンタン ノ、ツノ、ツ

タンタン ノ、。、ツノ＼。 ツ

タンタンタンタン トントントントン

タンタンタン トントントン

ヒュ～ンと沈む

タッタッタッタッ

タッタッタツノξン

タッタッタァノ、ン

タyノfン



③時々パ ッパと

早〈動 〈

写 真 と 図 解

．．．．．． 

自由方向Vてかけ足

ポーズ

圃・・・圃園圃．． ， ．． 
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② ・③動きのめりはり をはっ

きbとする。

＠ゆっ〈り大きく伸びて各関

節単位で力を抜いていく 。

(4時限目）

助 言

①動作を大きくパパッ と手を

出す。

②押えつけるようK叩〈。

くA>

②体全体を使って伸々したポ

ーズをつくる。

⑥ゆっ〈り沈む。

⑩切れ味よく。

⑪ゆっ〈り脱力の状態、で。



160 神野 ・布上 ：ダンス指導法に関する実践的研究

①自由方向K早く ちる。 サーッと散る

②止ま ってボク シング，右手左手右手 ボンボンボンボン

左手と 4回。

@ 10回早〈打つ。
タッタ ッタッタ ッタ ッ
タッタッタッタ yタッ

④走っていってボクシング4回（ 2回）〈 サーッボンホeンボンボン

⑤一歩一打を 3因。早〈連打9因。
タンタンタ ン
タタタタタタタタタ

⑥キックボクシングのように大股で 3 ターンターンタ ーン

歩進み，手で 2回早く打って終わる。 タンタン

AとBの動きをつ念いで行左う。

①子守うた （ねんねんζ ろりよ一一一 ） ターンタタ ンタン

表 歌詞の中からリズムをとりアクセントを タタタタタタン

現
とらえて動きを見つける。

的

な ＠各自が作った動きをAとしバラバラの

動
位置でそれぞれ行なう。

き

を （つ1.tぎの動きをつ ぐる）

求
⑮良い動きを選びBとし皆でやる。

め

て （つな ぎの動きで 2組に分れる）

歌
。新しい リズムパタ ーンの動きをつ〈り

や

こ Cとしそれぞれ何回か行左う。

と
（つ左ぎの動きで＠の位置K戻る）

tま
か ＠’Aの動きを踊る。

ら

動

君主 ②会話から動き を引き出す。 問いかけ

を
「今日は寒いね」 「何度位か左 ？」 … 「タンタタタタタ」

と

る 次々と言葉をつ左いでい〈。 答え

会話のリズムをとらへ動きVて置き変えて 「タタタ タ，タタ タ

発展させてい〈。 タタン j

※子守うた，会話とも 3グノレープづっ発表

する。



キック

(5～6人のグループで〕

。 。
⑧ 。。。

⑮ o0oi 

。。 o0o 。

。 。
⑧ 。。。

カチーン

キック ポボーン

子守うたのイメ ージから

カチ ン

②ゆっ＜ ］？ 力強〈。

③早〈 小さ〈。

161 

＠キックは大きく足を上げ，

ゆっ〈り進み力強 く2回手

で打つ。

①子守うたのイメ ージを，や

さしさ，静かさ，かわいら

しさ等ととらえアクセント

をつけて動ぐ。

⑮Aの中から良い動きを選び

Bの動きKする。

何度も踊ってみる。つ左ぎの

悪い ところを念会す。

全体を通して踊 ら念いと運動

の リズムの悪さやつなぎの悪

さカミわから左い。

く会話＞

振り つけ，パン トマイム的tて

なら念いようKアクセン トを

つけ速さを考える。

会話の中の感情の起伏を とら

える。

言葉のイメー ジから動き を引

き出すKは「今日は寒いね」

をブノレプJレとかカチーンカチ

ンなど表現ζ とばを使いなが

ら動き を出していく と良い。



162 神野・布上：ダンス指導法l乙関する実践的研究

目的 指 導 内 n企； リズムことば 表 現 と と ば

①坐った姿勢からいろいろな方向を見る。 タン，タン， キョロ，キョロ，

ウ それK首を大きく使ってつけていく。 ターン，ターン キョーロ，キョーロ

オ ②体をひねって後ろを見た］？ ~ど体全体で タターンタターン キョーロキョーロ

見るようKする。

ム ③合図で中腰まで立ち上り同じ〈行まう。

ア ④立ってその場で大き〈足を聞き体をつけ

ツ てあちこち見る。

フ ⑤ 1歩づっ動いて空間移動しながらあち ζ

と ち見る。

し ⑥走って行って止まりあち ζち見る（2回）。 タタタタターン

て ⑦見た方向K手を出 し，手を出した方向K タンタン

走る。

＠走る距離を短か〈し，その場で手をあち タタタ ーンタンタン だんだん短かくキョ

とち 2回出す。疲れてアラフラとよろけ タ～ンタ～ン ロキョロアラフラフ

て歩き床V亡くずれる。 タタン ラ，ストン

⑨10位休み，合図で起上り坐った姿勢K戻

り，リズムパターンをとらえ念がらもう

一度①から⑨まで続けて流す。

朝の動作（ 2人組）

表 始め床の中でのんびり，あわてて起きる

日現
布団をかたずける，，寝巻き K着変える，

常的

動左 歯を磨〈，顔を洗う ，サーッと新聞K目

作動
を通す，ど飯を食べる。出かける用意，

のき

リを 一息ついて「いって来ます」。

ズ求
上記のそれぞれの部分の動きを決めて，一

ムめ

をて 流れのものVてする。

と

ら

え 遊びの動作

て
まbっき たと上げ 鬼どっ こ

左わとび プランコ

’上記をそれぞれ一連の動き Vてする。
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( 5時限目）

写 百真 と 図 解 助

伍迷った姿勢からいろいろ左方向
を見る

②体全体で見る

⑧アラフラよろけて

床vc＜ずれる

①上，下，横，前，斜め上，

斜め下等をパッと見る。

②坐った姿勢なので動き K限

りはあるが最大に体を使う。

始めは目と首を使いだんだん

上体を使い足を使い走ってい

って空間を使う。動作をオー

バ－vc大きくするととが表現

的左動き Kつながる。

＼あわてて

起きる

た
と
上
げ

ま

b
っ
き

く

を

き

早

化

動

。

変

の

る

h
ノ

け

す

た

か

K

し

い

一
D

問

く

で

一

つ

暗

ボ

オ

ゆ

。

関

を

り

る

の

き

た

け

後

動

し

つ

前顔
を
洗
う

vc t.:るものと答えの動き Uてな

るものを考え，その動きを何

回繰返したらよいか， 1人で

動〈か 2人で動〈か，シンメ

トリーかコントラストか等。

動き KめりはDをつけ，どの

よう念動きをどれ〈らいの長

さUてするのか，速さK変化を

つける。



164 神野・布上：ダンス指導法lζ関する実践的研究

目的

ウ

オ

指 導 内
,,.,. 
廿

① 1群，2群共K歩いて前進中央で左右K

群が分れる矢印のとなり歩いて戻る。

②同じ空間を走って移動する。

I ｜③歩いたD走った りする。

ム｜ ④ゆっ〈り 5歩歩き休みを 6つ入れ小走り

ア ｜ K進んで普通歩で歩〈。

リズムととば 表現ととば

ターンタンターンターン｜スーウッ スー ウy

ターンターンターンターン｜スーウッ スーウ ッ

タタター ススス・

ターンターンタタタ｜スーウッスーウッススス

ツ｜ ⑤ 1の空間をサーッと走りでてゆっ〈り方 ｜タタ タタ スススス ーー・・・

プ ｜ 向を変える。 2の空聞をゆっくDゆっ〈 ｜ターンターンターンターン｜ スーウッスウーッスーウッ

と ｜ り4歩いき止まる 2回繰り返す，サ ッと ｜タァ ｜サ ッと止まり ×2

し｜ 方向を変える， 3の空間を川とびのよう ｜トーン トーンタタ タ ｜ジャンプジャンプス

て ｜ Kジャ ンプしてジャンプして走っていっ｜タタタン ｜ススススス トン

て沈む， 4の空間をゆっ＜±J這う，ゆっ

くりと立ってもとの群Vてなる。

リーダーを決め 5～6人のグノレープでの作

品づ〈り

「悲しげな感じ」

リーダーは残りの人K番号をつけ， 1

番からl慣に悲しげな感じの動きを出し

てもらい， それを組み立ててい〈。そ

れぞれの短い動きをどのくらいの早さ

でどちら向きで，何回〈らい，どんな

隊形で行うか リーダーが決める。

※な互いK見せ合う。

〔悲しげな感じ〕

人 人

ターンターン

3 

人

と沈む

ノッゾノッソ
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( 6時限目 ）

＝ 
Eコ助解図と真写

2群共腰をやや低〈し1群，

ゆっ ＜.！？大き〈進む。呼吸を

合わせ足も合わせ一丸と在る。

群が分かれる時は， 2と1 ' 

数える間位パ y と止まり，サ

ッと方向を変えて 2の方向へ

歩く。 もとえ戻ったら歩って

移動したb，歩と走を混ぜた

プ，沈む， 這 うiiどを組み合

わせる。

グャ ンりする。次は歩，走，

」一
1

！こ
2l

用紙を渡し名前を書かせる。

出た動き を用紙K書き込んで

い〈。「悲しげな感じ」

各グノレープを回b指導を加え

る。

右端の人が

リーダー

部分，部分の動きよりも全体

の流れが大切である。

流れのよさと ，その気持にな

って動〈 ζとの大切さを知る。

く同 じ悲し げ 在感 じで も＞

と
て
も
悲
し
い

少
し
悲
し
い



166 神野・布上：ダンス指導法lζ関する実践的研究

目的 指 導 内
n7  

廿 リズム ζ とば 表現ととば

①自由方向かけ足。 タッタッタ：；；・・・

ウ ｜ ｜②合図で 2人組向い合って手をとりパ｜タンタン，タンタン

オ｜ ｜ ランス前後(IC2回。 ｜タンタン，タンタン

1 I ｜③自由方向かけ足。

ム｜ ｜④合図で 2人組パランス 2因。

ア｜ ｜⑤右方へ一回転し左がらサイドステッ ｜タンタータ，タンタン

ツ プ拍手，左方へ同じ。

⑥向い合い自分で拍手 2回相手と拍手

2回自分で 2回もも打ち。

⑦自由方向かけ足。

タンタータ，タンタン

ターンターンターンターン

サ

サ

ン

ン

サ

カ

ヵ

ト

ト

カ

付

サ

ス

ス

一

M

休

問

サ

7

J

1

み
十
一

一－

1

H
円

カ

一

一

サ

サ

サ

ス

ス

カ

カ

カ

ツ

ッ

ツ

タ

タ

Z

ツ

ジ

ン

ン

み

hw

イ

タ

タ

休

タ

ト

タ

タ

ッ

み

山

ン

ン

タ

休

タ

一

一

ツ

ツ

ジ

β

y

β

y

々

ノ

々

ノ

占

I

タタン，タタン ｜コロン，コロン

ターン ＿；；，，－ーッ

プ

と

し

繰

り

返

し

て

因。，u手拍
。
，

o

h
y

回

D

回

2

回

右

と

左

で

手

で

歩

相

歩

A峰

z

a

－－

o
 

b

回

ち

－

P

〈

2

打

く

つ

手

も

つ

ゆ

拍

も

ゆ

⑧

⑨

⑩

 

行

う

* 

⑪風K飛ばされスーツと飛んで脱力，

違う方向へスーツと飛んで脱力。

⑫枯葉が地面をカサカサ動くようK床

を這う，休み，もう 1度カサカサ動

き，休み，カサカサ 8自動〈。

⑬ 2回ζろがりゆっ〈り立上がる。

リーダー模倣（指導者）

リーダーの動きがよく見えるようK位置

する。リーダーはうれしい感じの表現K

使うと思われる明るい動きを明るい曲K

のって動 ＜' 1分位のものを 3曲続けて

行念う。

表｜ 前回のグループのまま作品づ〈り

動現｜ 「うれしい感じ」
き的 l
をな｜ 要領は前回と同じ

求 ｜‘※辛子互いK発表し合う
め

て



写

？ 

真 と 図 解

自由方向かけ足

合図で 2人組み合い

手をと bパランス前後2回

自由方向かけ足

右方へ一回転しながら

サイドステップ拍手

向い合い自分で拍手 2回

相手と拍手 2回，自分で

2回，もも打ち

うれしい感じ

1人 5人

167 

( 7時限目 ）

助 百

フォークダンス的K動きをつ

左ぎリズムIてのって動〈。

始めは動きの種類を覚える。

！… 要求する。

⑬のゆっく b立ち上がると ζ

ろはうんとゆっ〈りさせる。

等速で動〈。

くリーダー模倣〉

リーダーは動きを次々変え

ないで一つの動きを大切K

し発展さぜる。

生徒は動き全体の感じを素

早〈と らえてあとは自分の

ものKして動〈。

同じグノレープで2回目の作品

づ 〈り なので早〈つ＜!) B く

まとめる練習をする。

リズムことばや表現ζとばを

早〈 つ〈らせる。



168 神野・布上：ダンス指導法iζ関する実践的研究

目的 指 導 内
げ~

廿 リズムととば

①2人組ホ。ノレカステップで自由方向へ。

ウ ｜②右足のみ前K出しツーステ ァフのよ うK ｜タンタM タンタタンタ

ォ l して4つ進む

I I ③回れ右，左足のみ前K出し同じく 4つ進む。 ｜タンタタンタタンタタンタ

表現とと ば

ム l④ 2人向い合い手をとり一度沈みはねるよ ｜タンタタ ーンタ－,y Iフワッと離れスーゥ

ア｜ うK上K伸び，手を離し互いK離れて小 ｜タ ーッ ｜ッと戻る

ツ｜ 走 りをし，走ってもとに戻り手を取り合う。

フ ｜⑤両手を左右K振り背中合せに在ったらそ ｜タ ン，タン， タ～ン ｜優って振って回る

と ｜ のまま自由方向Vて走り出す。

し｜ リーダー模倣（ 5～6人のグループ）

て｜ 1から番号をつける。 最初 1の人がリ

ーダーで曲K合わせて動き他の人は模

倣する。曲が変わると今度は 2の人が

リーダーK在って行なう。

初めは 1曲づっ交代，次は 2曲， 3出

と増してゆ〈。

※リーダー模倣と同じグループで

表 ｜ 「怒っている感じJ「ねばる感じ」

現 ｜ 「パ リバリした感じ 」「 がりがりした

的｜ 感じ」「 もわ～んとした感じ」の中か

な ｜ ら選び，そのイメージをとらえてフレ

動 ｜ ーズを作り， ある程度の長さKし，初

き ｜ め と終り をつけてまとめさせる。

を

求｜ グノレーフ毎K見せ合う。

め

て



写 真 と 図 形

A 
ツーステッフ・の要領で片足だけ前

④一度沈みはねるようKして

上Kのびてその勢いで手

をはなし互Vてはなれる。

⑤両手を右左K振タ背合

せ。

「もわ～んとした感じ」

のモKアクセン ト
「怒っている感じ」

助

リーダー模倣

169 

( 8時限目 ）

モ＂＂＂l5 

0始めは頭K浮んだ動き のつ

ぎたしでまとまりがないが

次々違った動きを出す練習

をさせる。

0曲のイメージから出た最初

の動きを大切に発展させる。

o同じよう左動きばかbで空

間移動が少念いので広い空

間を使わせ，とんだり ，寝

ζろんだb，這ったDなど

口添えし動き を引き出ナ。

感じが出ていればよい。

例えば「 ねばる感じ」な らば

納豆のねばりやとろろのねば

りなどをイメージVてとらえて

動〈とよい。

「怒っている感じ」は山の爆

発，腹を立てたときのととを

考えてみる。肘をはる，足ふ

みをする，天をつ〈，しζを

ふみ左がら斜めK歩〈左ど。

「もわ～んと した感じ」はや

わらかい動きを『も」 Kアク

セントをつけフワフワ動〈な

ど。感じのよく 出ている作品

は良〈評価する。 時聞があれ

ば手直ししもう一度踊らせる。



170 神野・布上：ダンス指導法lζ関する実践的研究

目的
,,._. 
廿 リズムζ とば 表現ととば指 導 内

タンタンタ ンタン

タッタックッタッ

ン

ン

ツ

タ

タ

パ

ン

ツ

ン

タ

パ

一

ン

ン

タ

タ

一

タ

ン

タ

ン

タ

タ

タ

f
4
l
Il
l
i
－

－
ー
に

タyタッタッ・・・・・

繰 b返し。 ｜タッタターン

①静かな感 じ ー ワルツステッフロ2歩＋ス ｜タンタッタタンタッタターン

表 ｜ ロ」のウォーキング 2歩＋ウォーキング ｜ターンタンタンタンタン

現 ｜ 4歩＋スローウ ォーキング 2歩＋ス トッ ｜ターンターン（ストyプ〉

的 ｜ プ＋s呼聞の動き を入れる。 I 1・2・3・4・5・6・7・8

~ I ②軽やか念感じ ー ツーステップ大 2小 2 ｜タッタタタッタタタッタタ

動 ｜ ＋ポノレカステップ 2＋ジャンプ してポー ｜タッタタ十タyタタタタッタ

き ｜ ズ＋ギャロ ップを向きを変え念が ら3回 ｜タタ十ジャンフうち十タニタ

＋ホップ 1＋小走Pグャンプ＋スキップ ｜タタッタタタ yタタ十ホジプ

4で方向転換。 ｜十タタタタジャンプ。

③重々 しい感じ一物を押 したり引いたり

の運動，高い所の物をゆっ〈りヲ！っばり

i,＞ろす，下からゆっく Pヲ｜っばD上げる

よう左動き。

④一流れの動きの模倣（指導者の模倣）

1271Jつ 〈り列どと下記の題を与え， 1列全

表 l員即行問。

現

ウ

ォ

ー

ム

ア

ッ

プ

と

し

て

曲K合わせて指導者の示す運動を早〈覚え

て動〈。

① ウォーキング

②ランニ Yグ

③ウォーキング回ってポーズ

④ ランニング，ストッ プ，ポーズ

⑤ウ ォーキング回ってポーズ 4呼間， ラ

ンニ ング，ス トップ，ポーズ 2呼聞の

のびのび歩く

パッパッと切れ味よ

く

0ζんVてや〈 0シトロ ン

O コンペイトウ 0枯葉

Oチューインガム 0入道雲

0納豆 0タパコのけむり

0とろろいも o 11とり

0ゴム 0海草
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( 9時限目）

== 
Cコ写 真 図 解 助

①美し〈歩く，足首をやわら

か〈使って。

②軽やかK走る。

③やわらか〈歩きパッとポー

ズし止まる動か念い。

④上体が上Kはねているので

スト ッグの時よ〈重心を下

げしっかbと。

と

回
わ
つ

て
ポ

1
ズ

ツーステ ップ

コンニャク
（グニャ

グニャ）

重々しい感じ

①静かな感じを忘れ念い。

②次々リズムの異左るステ ッ

プをつないで動〈 ，早 〈反

応する練習。

③ス ローの動きもただゆっ〈

りでは左 〈重々しい感じを

忘れないよ うKする。

④ある長さ （フレーズ） を踊

る練習。

海 草 ｜最後の人が終わるまで早〈終

（ゆら ！？ ) ｜った人はそのままの姿勢でま

ゴム

（ピョ～ン〕

っている。

が

意

る

を

す

と

現

ζ

表

る

K

あ

由

で

白

人

，刀

1

人

の

，
o

1

中

る

人

の

す

1

群

識



172 神野・布上：ダンス指導法iζ関する実践的研究

目的 指 導 内
4ヲ

廿 表現 ζ とばリズムと とば

ウ

指導者の示す運動の模倣

①空間移動をともなわず曲の変化K合わ

せて（曲は 1分刻みの10曲）

②大きな空間移動を使って

オ

ム

ア

ツ 5～ 6人のグループでリーダー模倣

模倣するメンバーは途中でと左りのグノレ

ープに移動しでもよい。

リーダーは1人K念っても動〈ζ と。

ある程度のと ζろでグノレープをもとVても

どし，リーダーを代えて行なう。

プ

と

し

て

5～ 6人のグノレープで自由題での作品づ〈

表 ｜ り， 20分程度かけて創作する。

現

フレーズをつく り充分ねった動きのも

のを真中Vてなき真中の動きをも り上げ

るようK始めと終 りをつける単位のよ

うK組み立てる。

題材例

たんぽぽの綿毛 海底

ふうせん 涼風

たばζ のけむb

吹 雪

情 熱

どんぐり



写 真 と 図 解

童謡風

ジャズ風 民謡風

「かげ」 3単位

始め

始めへ戻り

真中の動き

終 b

173 

( 10時限目〉

二

Eコ助

ジャズ，民謡，童謡，現代音

楽左ど曲K変化をつける。

①低い所で うようよ動〈高い

所でパ yパッと動〈横へ伸

びる伸びる風がそよぐなど

②走る，とぶ， ζろがる，這

うなどし左がらゆっくり走

る。早〈伸びる左ど動き ;1::

がら空間移動する。

リーダーはある程度動ける者

動きρ出やすい題を選ぶとと

リズム ζとば，表現ζとばが

すぐ出るような イメージのわ

きやすいものがよい。



174 神野・布上：ダンス指導法K関する実践的研究

目的 指 導 内
nそ，

廿 リズムととば 表現ととば

①群からタンバリンの合図で木の葉が風vcIタタ ，タタ ，タタ ｜パラ，パラ，パラ止

ウ ｜ なびくようK散って，止まり小走bでも ｜タン，ターーー ッ ｜まってスーツ

オ｜ とK戻る（ 3回）。

②風船が風Kとばされるフーワフーワと少 ｜ターンターンターン｜フーワフーワ フーワ
ム

ツ

し長めKいき走っていってジャンプして ｜タタタタタ…タ ーン｜ フーワ走ってジャン

沈む，走ってもとK戻り沈みゆっ〈り立｜タタン ｜プ，スーツと戻って

ア

。
フ
L」
’し

て

ち上がる。

③ペンギン歩きであちとち歩き回る。

ス トンゆっ＜9立ち

タγタyタッタッ ・・・…｜上がる。

走ってい って大ジャンプ，大ジャンプ走 ｜タタタタターンターン

って止まる，沈む，立つ，沈む， ζろが｜タッ，タンタンタン

る，寝る，這う，立つ，走ってもとK戻 ｜タターン

る。

4単位の作品

表 ｜ ①「のびのびした感じ」で 1単位つ〈る。

現 ｜ 聞いと答えで 1単位 （フレーズ），あ

るいは一流れの動き

②Aを見せ合いフレーズをはっきbさせ，

それを発展させ次々進む。

1のA

く4単位〉

A単位ーその作品のモチーフ（ 中心

に左る動き） あるいはモチ

ーフを含む一連の運動

B単位 A単位の運動の変化したも

の（空間的，時間的vc) 

C単位 A単位とはコン トラス トの

運動

D単位 － AまたはBの前半と A, B 

の後半と金〈新しい終止の

動き

AのD



175 

( 11時限目 〉

写 真 図 己と 解 助

ζのよう左アップは指導者の

表現こ とばやタンバリ ンの打

ち方が大き く動き K影響する。

＠動きのメ リハリ をつけるよ

群から木の葉が

風Vて左び〈 ょう

κ散 ってゆ 〈。

4単位の作品

1のB

2

の

A

2のC

うKペンギンでチョ コ，チ

ョコ，チョコ走っていって

ジャ ンプし，止ま る・沈む

・立つを早〈 し，コロ ンと

とろがb，ゆっく り寝る，

ゴソゴソ早 〈這う， 早 〈立

つ。

2のB

2のD



176 神野・布上 ：ダンス指導法lζ関する実践的研究

目的 指 導 内 月廿層 リズムととば 表 現 ζ とば

①童謡をいろいろっ念ぎ合せ即興K使 う。

ウ ② 2人組でリ ーダーを交代 し左がら，次々

オ K面白い動きを出す。出てきた動きの中

で気に入ったものを自分のものにする。
ム

ア
( 8拍）

ツ

ブ ③ 2人組を6組あつめて 1グノレープとし，

と
それぞれも っている動きをうま〈つ左ぐ

し

て
( 8×6 =48拍）。

48拍の動きを全員完全K覚える。

④ 3つのグループを合同にする。それぞれ

の動きをし 2, 3としカノン形式で動

きを追ってみる。

完成した作品を互いK見せ合う。

モチーフを大切K使う。

表 フレーズの繰り返しを使う。

現 作 ったフレーズをいろいろ発展した動

きの後にまた出す。更tて発展した動き

の後にまたフレーズを出す。

A+B+A+C+A+D・・・ 
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( 12時限目 ）

写 ＝ 
Eコ真 図 解と

面白い動き

カノン形式（面白い動きでは左い）

助

②8拍はタクテカノレKとらな

いで， 1, 2, 3と4, 5, 

6 , 7 , 8と分けたり 1と

2 3 4 5 6 7 8と分けて数

えたり変化をつける。

（自分のものV亡するとは）

動作を明確にし，8拍の動

きを完成させる。

③ 6つの動きの中でどの動き

の後Kどの動きをつないだ

らよいか考える。

④ 3つの動きを全員がしっか

り覚える。 3つの長さが同

じK在るようVてうま〈合わ

せる。

A

／一

Aプレーズの

繰り返しを使う

Bはまった 〈ちがう

動きをな〈

、




